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立候補役員名 全道理事

（ふりがな） えび　あつし 男 西暦

氏名 海老　厚志 女 　　1970年　5月　6日

勤務先名

会員番号 33019 市町村

主な活動歴

立候補理由・
抱負

推薦者-① 林　晃市 会員番号 27957

推薦理由

推薦者-② 菊地　真一 会員番号 28497

推薦理由

推薦者-③ 山崎　真裕 会員番号 46022

推薦理由

北広島市

1993年より恵庭市社会福祉協議会職員として、ボランティアセンター、住民参加型在宅福祉サービス
担当を経て、現在は居宅介護支援事業所、訪問介護事業所の組織づくり、日々の運営に従事してお
ります。北海道社会福祉士会では、2013年より道央地区支部石狩ブロック協力員、2016年より道央
地区支部副支部長として活動しています。地元では、恵庭市社会福祉士の会（2010年設立、会員44
名）の設立メンバーの一人として、社会福祉士のスキルアップ、ネットワークづくりに取り組んでいま
す。

私は現在、北海道社会福祉士会道央地区支部の幹事の一人として、また副支部長として会の運営に
取り組んでいます。諸先輩方のご尽力により築かれてきた北海道社会福祉士会が、今は多くの仲間
との相談や交流・そして新しい情報を得ることやスキルアップ等の研修を可能とし、社会福祉士として
活動する者に無くてはならないものになっていると感じています。私はこれまでの活動と経験を生か
し、多くの仲間にこの社会福祉士会の良さを伝え入会を勧め、今後の本会の発展に尽力したいと考
えております。今回の立候補につきましては道央地区支部の推薦を受け決断しました。

海老氏は、長年恵庭市社会福祉協議会の職員として活躍され、恵庭市の地域福祉に多大なる貢献
をされている方であります。介護保険事業運営を通じてソーシャルワーカーとしても活躍され、ケース
ワークやグループワークの実践者である他、運営や経営、組織論など間接・関連援助技術も実施出
来る有能な人材であります。
 海老氏が培った今までの経験、価値・知識・技術は北海道社会福祉士会にとっても大きな戦力とな
り、会の運営・会員への学びなどかならず恩恵をもたらすことと確信しております。
以上から、海老氏が北海道社会福祉士会理事に必要不可欠であると考え推薦いたします。

海老氏は2013年度から道央地区支部石狩ブロック協力会員として、また、2016年度からは道央地区
支部副支部長として、支部の事業運営に尽力されております。会員をはじめ、地域関係機関、住民の
視点を重視した事業運営を常に考え、行動に移される点は今後の本部の運営に必要となるものと思
い、理事に海老氏を推薦いたします。

海老さんとは、同じ社会福祉協議会の職員であり、道央地区支部の役員、北広島市民と共通項が多
く、いつも様々な活動において助けていただいています。
社会福祉協議会職員としては、社協の中心業務である住民参加型の福祉サービス関連業務やボラ
ンティアセンター運営を担当され、現在は居宅介護支援事業所や訪問介護事業所を中心とした介護
保険関係業務に従事され、私の所属先で事務局を担っている北海道ホームヘルプサービス協議会
制度推進委員として、各種の調査・分析作業、行政への提言等にも携わっていました。
最近では、社会福祉士会道央地区支部において、中心メンバー（副支部長）として活躍されており、道
央地区支部活動を精力的に展開しています。以上のことから、北海道社会福祉士会の理事として力
を発揮していただけるものと確信し、推薦いたします。

性別 生年月日 年齢 46歳

社会福祉法人　恵庭市社会福祉協議会


